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投 稿 規 定

1.本紙に投稿する者は、看護部に属していなければなりません。ただし、看護部教育委員会に

おいて、特に許可した者はこの限りではありません。

2.内容に関しては、次の 2種類に限定致します。

① 看護に関する研究的内容のもの。

② 看護婦としての職業に特に関連深い随筆的内容のもの。

3.投稿者は必ず、次の諸条件を守って下さい。

① 提出原稿は、掲載論文とし B5版 400字詰横書原稿用紙を使用すること。

② 紙数の制限は、 2の①については 15枚(図表合わせて 15枚以内)、 2の②については 2

枚以内。

③ 題名、所属、氏名は本文とは別の用紙を使用し、一番上にもってくること。これは制限枚

数にははいらない。

④ 提出原稿は、共同研究者名を連記するが、発表者を一番先に明記しO印をつける。

⑤ 原稿用紙の使用法を正しく守ること。

⑥ 文献を正しく明記すること。
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編 集 後 記

「葦J35号を発刊にあたり寄稿していただいた方々に厚くお礼申し

上げます。

発行が遅くなりましたことを関係者の方々に深くお詫び申し上げま

すと共に、不備な点はご了承下さい。空に向って「葦」のように成長

し続けることをお祈りいたします。
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